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おとな

こども
（乳幼児）

●相談･学級　【会場】児玉保健センター
＊電話による育児相談は、各保健センターで随時受け付けています。お気軽にご相談ください。

※駐車場は、児玉総合支所または※駐車場は、児玉総合支所または
　第二庁舎をご利用ください。　第二庁舎をご利用ください。

みんなのけんこうガイド

内　容 対象となる人 日　時 その他

すくすく相談
（育児・栄養相談、計測） 相談・計測希望の人 12月13日㈭

午前９時30分～ 11時 前日までに電話予約してください。

コアラクラス
（育児学級） ２～３か月児とその保護者 12月６日㈭・１月10日㈭

午前10時～ 11時30分 対象者に通知します。

カンガルー広場
（情報交換･友達づくりの場） ０～２歳児とその保護者 12月３日㈪・１月７日㈪

午前９時30分～正午 おやつの持ち込みはできません。

おや親タマゴ（全４回） これからママ・パパに
なる人

12月７日㈮・11日㈫・
19日㈬・22日㈯
午前９時30分～正午

先着20組。事前に電話予約してく
ださい。22日㈯はできるだけご夫
婦で参加してください。

わんぱくツインズくらぶ
（情報交換･友達づくりの場） 多胎児とその保護者 １月18日㈮

午前10時30分～正午 多胎児を妊娠中の人も歓迎。

●乳幼児健康診査･健康相談　【受付時間】★印･･･午後１時～１時30分、☆印･･･午前９時30分～ 10時
＊対象者には通知します。

 ご覧ください。（お持ちでない人は保健センターまで）

内　容 対象となる人（お住まいの地域） 日　程 会　場

★３～４か月児健康診査
平成19年８月生まれ（本庄地域） 12月20日㈭　 　 　　 本庄市保健センター

＊児玉地域にお住まいのお子さんについては１月下旬に実施。(詳しくは次号で） 児玉保健センター

☆９～10か月児健康相談 平成19年２月生まれ（市内全域）  12月20日㈭　　  　　 本庄市保健センター

★１歳６か月児健康診査
平成18年５月生まれ（本庄地域） 12月19日㈬　　  　　 本庄市保健センター

＊児玉地域にお住まいのお子さんについては１月下旬に実施。(詳しくは次号で） 児玉保健センター

☆２歳児健康相談 平成17年11月生まれ（市内全域）  12月18日㈫　　  　　 本庄市保健センター

★３歳児健康診査
平成16年11月生まれ（本庄地域）  12月18日㈫　　  　　 本庄市保健センター

＊児玉地域にお住まいのお子さんについては１月下旬に実施。(詳しくは次号で） 児玉保健センター

●ＢＣＧ予防接種　【受付時間】午後１時～１時30分
＊対象者には通知します。接種可能な月齢（６か月未満）を
　過ぎても接種していない場合はお問い合わせください。　情報番組に振り回されがちなあなた、食事につ

いて、いっしょに考えてみませんか。
日時　１月18日㈮　午後１時30分～３時30分
会場　本庄市保健センター
対象　おおむね30 ～ 64歳の市内在住者
定員　20人（先着順）
申込　12月10日㈪から１月10日㈭までに本庄市保
　健センターへ　

『あなたの食事、大丈夫!?』を開催

対象となる人
（お住まいの地域） 日　程 会　場

平成19年９月生まれ（本庄地域）
平成19年10月生まれ（本庄地域）

12月５日㈬
１月９日㈬

本庄市保健
センター

平成19年９月生まれ（児玉地域）
平成19年10月生まれ（児玉地域）

12月11日㈫
１月11日㈮

児玉保健
センター

すくすく元気！
コアラクラス
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動
物
や
昆
虫
な
ど
に
よ
る
刺
・
咬
傷
は
、

日
常
生
活
で
比
較
的
発
生
し
や
す
い
傷
病

で
す
が
、
今
回
は
そ
の
中
で
も
特
に
発
生

頻
度
の
高
い
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴

と
対
処
法
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
イ
ヌ
咬
傷

　

イ
ヌ
咬
傷
で
問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、

狂
犬
病
の
発
生
で
す
。
日
本
国
内
で
は
１

９
５
７
年
以
来
、
狂
犬
病
発
生
の
報
告
は

な
く
撲
滅
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
海
外
特
に
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の

発
展
途
上
国
で
は
い
ま
だ
に
流
行
し
て
い

て
、
イ
ヌ
だ
け
で
は
な
く
ネ
コ
、
ネ
ズ
ミ
、

コ
ウ
モ
リ
、
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
な
ど
か
ら

の
感
染
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
狂
犬

病
は
発
症
す
る
と
死
亡
率
も
非
常
に
高
い

た
め
、
そ
れ
ら
の
地
域
に
旅
行
を
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
予
防
接
種
を
受
け
て
お

く
な
ど
の
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

国
内
で
の
イ
ヌ
咬
傷
後
に
注
意
す
べ
き

点
と
し
て
は
、
破
傷
風
と
細
菌
感
染
が
中

心
と
な
り
ま
す
。
特
に
イ
ヌ
の
口
腔
内
に

は
種
々
雑
多
な
細
菌
が
存
在
し
て
い
て
、

受
傷
後
に
傷
が
治
癒
す
る
ま
で
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
安
易
な
考
え

で
家
庭
内
で
の
消
毒
の
み
で
済
ま
す
の
で

は
な
く
、
た
だ
ち
に
最
寄
り
の
医
療
機
関

で
適
切
な
処
置
を
受
け
る
と
同
時
に
予
防

と
し
て
、
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド
の
摂
取
を

受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

【
一
般
的
に
、
ど
の
よ
う
な
傷
で
も
傷
口

か
ら
細
菌
等
が
侵
入
し
て
感
染
が
成
立
す

る
ま
で
の
時
間
を
『
感
染
成
立
ま
で
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
』
と
呼
び
、
具
体
的

に
は
受
傷
後
６
（
〜
８
）
時
間
以
内
に
専

門
の
機
関
で
適
切
な
処
置
を
受
け
る
こ
と

が
感
染
を
予
防
す
る
う
え
で
大
切
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。】

②
ハ
チ
刺
傷

　

ス
ズ
メ
バ
チ
、
ク
マ
バ
チ
、
ア
シ
ナ
ガ

バ
チ
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
に
よ
る
刺
傷
が
あ

り
、
多
く
は
局
所
症
状
の
み
で
軽
快
し
ま

す
が
、
注
意
を
要
す
る
の
は
以
前
に
感
作

（
同
系
の
ハ
チ
に
刺
さ
れ
て
い
る
こ
と
）

し
て
い
る
場
合
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
の
発
生
で
す
。
即
時
型
の
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
は
受
傷
後
30
分
以
内

に
出
現
し
、
発
赤
が
ほ
ぼ
全
身
に
お
よ
び
、

嘔
気
・
嘔
吐
さ
ら
に
胸
部
の
絞
扼
感
・
呼

吸
困
難
な
ど
が
起
こ
り
、
最
終
的
に
は
血

圧
低
下
・
意
識
障
害
を
き
た
す
た
め
、
刺

さ
れ
た
場
合
は
た
だ
ち
に
患
部
を
水
や
氷

で
冷
や
し
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
が
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
発
生
時
に
救
命
処
置
を
行
う
た

め
に
も
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
昔

か
ら
の
民
間
療
法
と
し
て
、
患
部
に
ア
ン

モ
ニ
ア
を
塗
布
す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
効

能
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
た
め
、
た
と
え

症
状
が
軽
く
て
も
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を

防
ぐ
（
ハ
チ
は〝
最
後
の
一
刺
し
〞で
針
を

皮
膚
内
に
残
し
て
い
き
、
そ
こ
か
ら
持
続

的
に
毒
素
が
排
出
さ
れ
、な
か
な
か
発
赤
・

腫
脹
が
治
癒
し
な
い
原
因
と
な
る
の
で
、

そ
の
針
を
早
期
に
排
出
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。）
た
め
に
も
、
早
期
に
医
療
機
関

を
受
診
し
、
症
状
に
合
わ
せ
た
適
切
な
処

置
を
受
け
る
こ
と
が
最
良
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

③
ヘ
ビ
咬
傷

　

毒
ヘ
ビ
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヘ

ビ
が
存
在
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
特
に
、

身
近
な
地
域
で
も
見
ら
れ
る
マ
ム
シ
に
よ

る
咬
傷
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

マ
ム
シ
咬
傷
は
初
夏
か
ら
秋
の
夕
方
に

受
傷
す
る
こ
と
が
多
く
、
毒
牙
の
側
孔
か

ら
毒
液
を
注
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
循
環
血

液
量
の
減
少
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
症
状
や
溶

血
毒
に
よ
る
急
性
の
腎
機
能
・
肝
機
能
障

害
を
引
き
起
こ
し
、
死
に
至
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
救
急
処
置
と
し
て
、
咬
部
の
中

枢
側
（
心
臓
に
近
い
方
）
を
布
等
で
き
つ

く
縛
る
、
口
腔
内
に
傷
が
な
け
れ
ば
、
口

で
毒
液
を
吸
い
出
し
、
唾
液
と
い
っ
し
ょ

に
吐
き
出
す
、
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。（
ま
た
、
咬
部
周
辺
を
氷
で
冷
や

す
と
毒
素
の
活
性
を
弱
め
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。）

　

救
急
処
置
後
は
た
だ
ち
に
、
最
寄
り
の

医
療
機
関
に
搬
送
し
、
抗
生
物
質
・
破
傷

風
ト
キ
ソ
イ
ド
の
投
与
・
接
種
を
行
い
ま

す
。（
受
傷
後
６
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、

抗
毒
素
血
清
療
法
を
考
慮
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
抗
毒
素
血
清
に
は
血
清
病
の

危
険
性
が
伴
う
た
め
、
現
在
で
は
重
症
例

の
み
に
投
与
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
中
等

症
・
軽
症
例
で
あ
れ
ば
抗
毒
素
血
清
を
使

用
せ
ず
に
治
療
を
行
う
こ
と
も
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。）

<

ま
と
め>

　

動
物
や
昆
虫
な
ど
に
よ
る
刺
・
咬
傷
で

は
、
特
に
ハ
チ
に
よ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
や
ヘ
ビ
毒
に
よ
る
循
環
血

液
量
減
少
性
シ
ョ
ッ
ク
が
致
命
的
で
あ
り
、

救
急
蘇そ

生せ
い

を
要
し
ま
す
。
そ
の
他
の
刺
・

咬
傷
で
は
、
全
身
管
理
を
要
す
る
こ
と
は

少
な
い
の
で
す
が
、
局
所
感
染
お
よ
び
破

傷
風
感
染
対
策
の
た
め
に
、受
傷
後
６（
〜

８
）
時
間
（『
感
染
成
立
ま
で
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
タ
イ
ム
』）
以
内
に
傷
の
大
き
さ
に

か
か
わ
ら
ず
、
最
寄
り
の
医
療
機
関
を
必

ず
受
診
し
、
適
切
な
処
置
を
受
け
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

日
常
生
活
で
発
生
す
る
動
物
や
昆
虫

な
ど
に
よ
る
刺
・
咬
傷
に
つ
い
て

医
療
メ
モ

医
療
メ
モ

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部


